
新型コロナウイルス感染拡大に伴う
山陰地域の音楽活動に関するアンケート調査結果

報告日 2020年6月4日

ＮＰＯ法人松江音楽協会



１．アンケート調査の目的

新型コロナウイルス感染症の全国的拡大を受け、山陰でも様々な音楽イベン
トの中止により多くの音楽家が活動ができない状況になっている。
そこで、山陰で活動している音楽家を対象に、音楽活動にどのような影響が
出ているのかを調査し、課題を認識すると共に、今後の音楽活動支援の検討や
自治体等への要望などを目的に、アンケート調査を実施した。

２．アンケート調査概要

（１）調査期間 2020年5月10日~2020年5月24日（15日間）

（２）調査対象 山陰で活動している音楽家個人
（プロ・アマチュアは問わない）

（３）調査方法 Ｗｅｂ及びＦＡＸによる無記名式調査
（調査依頼はWeb、メール、SNS拡散による）

（４）有効回答数 ８６件

３．回答者基本情報

（１）主な活動地域 松江地域 ５７人（６６％）
出雲地域 １９人（２２％）
石見地域 ２人（ ２％）
鳥取県 ６人（ ７％）
その他 ２人（ ２％）
※複数地域活動者は按分した
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（２）普段の主な活動（仕事）
音楽活動が中心 ４７人（５５％）
音楽活動以外が中心 ３９人（４５％）
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（３）主な仕事の形態
フルタイム職 ２５人（２９％）
パートタイム職 ６人（ ７％）
フリーランス ３３人（３８％）
その他（学生等） ２２人（２６％）
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【ポイント説明】
・回答者は、比較的島根県東部に集中している。
・音楽活動を中心としているフリーランスが多い。
・学生は「音楽活動が中心」と「音楽活動以外が中心」と分散している。

※フリーランスの８８％は音楽活動を中心としている。
※フルタイム職の８４％は音楽活動以外を中心としている。



（４）主な専門分野
弦楽器 １４人（１６％）
管楽器 ２５人（２９％）
打楽器 ３人（ ３％）
ピアノ・鍵盤 １８人（２１％）
声楽・歌 １８人（２１％）
指揮 ２人（ ２％）
その他 ６人（ ７％）

（５）主な音楽ジャンル（複数回答）
クラシック ６１人（３８％）
声楽・オペラ １２人（ ８％）
吹奏楽 １９人（１２％）
合唱 ２２人（１４％）
邦楽 ３人（ ２％）
ジャズ １４人（ ９％）
ロック・ポップス １６人（１０％）
歌謡 ８人（ ５％）
民族音楽 １人（ １％）
その他 ４人（ ３％）
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【ポイント説明】
・多様な専門分野の方に回答頂いている。
・比較的クラシック関係者が多く、邦楽や民族音楽関係者は少なかった。



（１）コロナ禍以前の主な音楽活動内容は？（複数回答３つ以内）
授業等での指導 １３人（ ７％）
部活動での指導 ２５人（１２％）
一般団体での指導 ２３人（１１％）
個人への指導 ３１人（１５％）
大規模演奏会や練習 ３２人（１６％）
小規模演奏会や練習 ５１人（２５％）
自己研鑽 １４人（ ７％）
創作活動 ６人（ ３％）
その他 ７人（ ３％）

４．コロナ禍における音楽活動への影響に関する回答

【ポイント説明】
・最も多いのは小規模演奏に関する活動である。
・約半数の方が音楽指導に関わり、また半数が演奏活動を行っている。
・音楽活動が中心の方は、学校での指導や個人レッスンが多くみられる。
・音楽活動以外が中心の方は、基礎練習など自己研鑽の取り組みが比較的多く
みられる。
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（２）音楽活動における、コロナ禍以前の活動日数（月平均）は？
５日未満 １７人（２０％）
５日～１０日 １２人（１４％）
１１日～１５日 ９人（１０％）
１６日～２０日 １４人（１６％）
２１日～２５日 １８人（２１％）
２６日以上 １６人（１９％）
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【ポイント説明】
・音楽活動に関わる日数は、週１回程度からほぼ毎日まで広く分布している。
・音楽活動が中心の方は、月の半数日以上活動されている人が多い。
・音楽活動以外が中心の方は、週１回から月１０日まで活動されている人が多
い。
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（３）音楽活動は、現在どの程度減少しましたか？
ほぼなくなった ５３人（６２％）
８割程度減少した １４人（１６％）
６割程度減少した ７人（ ８％）
４割程度減少した ３人（ ４％）
２割程度減少した ３人（ ３％）
ほとんど変わらない ６人（ ７％）
増加した ０人（ ０％）
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【ポイント説明】
・全体の６０％が「ほぼなくなった」と回答。８５％の方が６割以上減少。
・増加した人はいなかった。
・音楽活動以外が中心の方の一部を除き、音楽活動者全体が活動機会を大きく
失っている。
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（４）今年９月迄の出演予定だった演奏会の件数は？
０回 １２ １４％

１～５回 ４０ ４７％
６～１０回 ２１ ２４％
１１～１５回 ６ ７％

１６回以上 ７ ８％
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（５）うち中止や延期になった演奏会の件数は？
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※個別データからそれぞれの減少率を求めた平均値
９４％ （演奏会の予定が無い者除く）
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【ポイント説明】
・属性に関係なく、演奏会を予定していたほぼ全ての方が、予定していた演奏
会の平均９４％が中止や延期になっている。

（６）コロナ禍において音楽活動で現在お困りのことは何ですか？
※自由記述の中からキーワード抽出を行い下記に分類したもの

活動できないこと ５３件
活動場所が無い １９件
モチベーション維持 １２件
活動可能な条件・情報の不足 ９件
収入減 ８件
見通しが立たない ４件
技術や演奏感の低下 ２件
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【ポイント説明】
・多くの方が、「活動できないこと」と回答している。
・練習場所など「活動場所が無い」という回答が多く、次いで「モチベーショ
ンの維持」「活動可能な条件などの情報不足」が続く。
・フリーランスの方では「収入の減少」を挙げており、生活に直結する問題を
抱えていることが伺える。
・また「オンラインレッスンをしたいが、やり方がわからない。」、「中止や
延期が決まっていなくても、見通しが立たないことから十分な練習準備ができ
ない。」という意見も複数あった。



（７）コロナ禍において、音楽活動について現在やっている
（またはやってみたい）こと、工夫していることはありますか？
※自由記述の中からキーワード抽出を行い下記に分類したもの

基礎練習 ２１件
リモートレッスン ２１件
リモート演奏 １１件
モチベーション維持 ６件
映像配信 ４件
Webコンテンツの活用 ４件
演奏収録 ３件
演奏会準備その他 ４件
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【ポイント説明】
・多くの方が「基礎練習」と回答している。
・フリーランスの方は「リモートレッスン」を多くの方が実施している。
・フリーランス以外の方は「リモート演奏」に取り組んでいることが伺える。
・全体的に、情報ネットワークを利用した活動が増えている。
・中には「感染対策を十分とって演奏会を実施している。」という回答もあっ
た。



【ポイント説明】
・収束後はスムーズに演奏活動を再開したいということから、演奏会に出かけ
やすい機運を作るための情報提供や広報を期待する声が多い。
・演奏会を開催するために必要な対策など細かな情報提供を求めている。
・コロナ禍の中では、目標のもてる企画を期待する声が多い。また、練習場所
の提供を期待する声もある。
・音楽関係者とのコミュニティ機能を期待する声がある。意見のとりまとめ役
として自治体への窓口となることや、関係者との情報共有を求められている。

（１）ＮＰＯ法人松江音楽協会に期待することはありますか？
広報など再開サポート １３件
コロナ収束後の企画 １１件
コロナ禍の企画 １０件
コミュニティ支援 ５件
練習場所の提供 ４件
意見のとりまとめ ４件
その他 ７件
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５．コロナ禍及び収束に向けての要望等



（１）分析総括

今回のアンケート調査期間は、前半は緊急事態宣言下における時期で
あり活動自粛を行っている最中だった。後半は緊急事態宣言は解除され
た時期であり、おおむねそれぞれ半数の回答となっている。前半の回答
は、コロナ禍における課題を中心に現状を訴える内容が強く、今後の第
２波が想定される中、活動制限が強化された場合に備えるために役立つ
貴重な意見となった。後半の回答は、徐々に活動制限が緩和される中、
演奏活動再開に向けての不安や期待、音楽活動へのエネルギーが感じら
れる意見が多く、音楽によって地域を元気づける取り組みが必要である
ことが示されている。
今回フリーで活動している音楽関係者から多くの回答を頂いており、
活動減少と共に収入が減少していることが確認された。政府の支援策は
一時的なものであり、今後の音楽活動の先行きが不透明な状況では不安
を解消できないことが伺える。演奏会開催の判断に必要な情報を求める
声が多かった。
アマチュアや学生などにとっても、音楽活動の制限は精神的にも大き
な負担となっていることが伺える。自宅のオンラインでの活動は、環境
に起因する多くの課題があることが分かった。
個別意見では、今こそ音楽が大切であること、感染収束後にはしっか
り音楽を届けたい、など前向きな意見が多かったことは、心強く感じた
点である。

６．分析総括及び今後の対策

（２）活動制限時における対策（案）

①モチベーション維持のための企画
活動制限の状況に合わせて、今できることを実施していくことが重要
である。外出自粛などの強い制限がかかっている場合には、リモート
レッスンをはじめ情報ネットワークを活用した企画が求められる。
少人数での活動ができる状況であれば、演奏映像の配信やライブ配信な
どができる環境を整える必要がある。吹奏楽や合唱など大編成の演奏が
難しい中では、リモート演奏や収録編集による配信は有効な手段といえ
る。現在はジャンル毎に行われているケースが多いが、今後は地域毎と
いった枠組みで地域の人のために行われる企画も求められる。コロナ禍
だからこそ連帯感が感じられる企画が必要である。

②演奏や練習場所の提供
活動が制限されている状態では、練習等は多くの場合自宅でせざるを
得ない。しかし、大きな音の出る楽器や設置できない打楽器などは自宅
練習は難しい。アパートやマンション等では比較的小さな音でも十分な
練習はできない。そのような課題に対応するため、地域の文化施設の個
人利用を可能にすることができないか。文化施設は一律の閉館措置が取
られたが、今後は一定の条件を定めて個人利用に限り貸し出しできる制
度を構築してはどうか。さらに個人利用における時間貸制度があると、
より利用がしやすくなる。これは条例にも影響する可能性があるため
ハードルは高いことも予想されるが、関係者の検討を期待する。



③活動再開に向けた適切な情報提供
３蜜にならないようになど制限が続く中では、以前と同様に演奏会を
開くことは困難である。演奏者が求めているのは、いったいどのような
状態なら演奏ができるのか、どのような会場の状態なら観客に来てもら
えるのか、判断に困っているのが現状である。業界毎のガイドラインが
示されているものの、具体的な情報は限られている。今後はもっと詳細
なレベルでリスクを評価できることが必要である。例えば合唱はどうい
う状態なら歌唱が可能でどのような方法でリスク低減できるのか、な
ど、ジャンル別に専門家の客観的意見や検証結果等を広く示す必要があ
ると考える。またそれに基づいた演奏事例などを収集し広報することも
音楽活動の再開には重要である。
自治体や施設においては、政府からの通知内容の意味や目的をよく理
解したうえで、現場のリスクや利用者のニーズをよく確認し、工夫しな
がら対策していくことが必要と考える。

④新しい取り組み
演奏会が中止や延期になっていることだけでなく、開催できたとして
もお互いの距離を取らなければならず、今後もしばらく観客を集めるこ
とは難しいと予想される。現在皆さんが工夫されている多くの取り組み
は、今後も多くの方に知っていただき聴いてもらうきっかけとなり、収
束後も活用が期待される。特にライブ配信では、視聴者への課金システ
ム、高品質化、そして視聴からの反応を会場に反映する双方向技術も開
発されていることから、今後の活動の選択肢になりうる。
また、リモート演奏などの取り組みは、多くの出演者や広域での出演
など新たな演奏企画も生まれやすく、音楽文化の新しい形として成長す
る可能性がある。
収束後は観客と一体となれる多くの演奏会が開催されることを期待す
る。世界が同じ苦しみを経験したということは、音楽の歴史の中でも大
きな出来事として刻まれ、このことによって連帯が生まれ、新たな作品
が生まれ、そして多くの演奏が行われていくと考える。



７．おわりに

ＮＰＯ法人松江音楽協会では、今回初めて地域で活動する音楽関係者
にアンケート調査を行いました。活動者の連絡先はごく限られた方しか
わからず、かつ短期間の調査ではありましたが、このように多くの方に
ご回答頂きましたことは、皆様のご協力のおかげであり、この場をお借
りして感謝を申し上げます。また、改めて新型コロナウイルス感染拡大
の影響の大きさを実感した次第です。
この調査結果が、今後予想される感染の第２波第３波での活動制限時
での取り組み、また活動再開に向けた取り組みとしての参考になれば幸
いです。また文化芸術を支えている劇場、音楽堂や関係団体、自治体の
方には、現状や課題を理解して頂き、今後の施策に活用されることを期
待しております。
ＮＰＯとしても、これからの地域の音楽活動を盛り上げていくために
も、具体的な事業企画や支援策を検討してまいります。また、この機会
に皆様と繋がりをもつきっかけにもなりましたので、情報共有や情報提
供などを中心に、皆様とのコミュニティを継続してまいりたいと考えて
おります。
地域の音楽活動が今後も絶え間なく続き、地域の人たちと共に発展し
ていくことを期待しております。

松江市西津田６丁目５－４４
（プラバホール内）

電 話：0852(27)6000

ＮＰＯ法人松江音楽協会
担 当：大隅宏明（事務局）

ＮＰＯ法人松江音楽協会
理事長 原 敏


